
第２章 長文読解（解き方編１）「問題で何をきかれているのかな？」

　前回の「七人の戦士」覚えられましたか？　文章を読み進めるうえで不可欠の要素ですから、いつでも使え

るように頭の中にしっかりしまっておきましょう。

　さて、今回からいよいよ「解き方編」に入りますが、問題を解くときに最も大切なことはなんだと思います

か？　「うまく答えを書くこと？」　それとも「読解能力？」　確かにそれらも大切ですが、最も大切なことは、

　「問題文をしっかり読み、そこで何をきかれているかを把握し、それに従って解答すること」

　 です。つまり「問題文をしっかり読め」ということです。
　

　「なーんだ。そんなのあたりまえじゃん。」と思うかもしれませんが、意外とその部分に注意を払わない生徒

（もしくは払っていると勘違いしている生徒）が多いのです。その結果どうなると思いますか？

問題文をしっかり読まずに問題文を解く。

きかれたこととずれた解答（トンチンカンな解答）を書く。

当然、バツになる。

　ここで問題なのは、本人が間違えたという自覚がなく、「自分ではいい答えを書いたつもりなのにバツをもら

ってしまった」という不満だけが残り、やる気を失っていくことです。そこまでいかなくても「これから何を書いて

も点がもらえないのではないか？」という不安な気持ちにさせてしまうことです。よく国語が「あいまいな教科

だ」と評されるのも、そのへんに原因があるのではないでしょうか。

　早速、問題文を読む作業に入りましょう。

この問題文を読んで注意すべき点が２ヶ所あります。それは、

○ そういうという指示語の内容が明らかになっていない。

　鉄則①　指示語の内容は前もって明らかにしておくこと！

○「どのような人間」ときかれている。→「…人間」という形で答えを終わらせる。

　鉄則②　「どのような…」ときかれたら、文末は「…。」で終わらせる。たとえば「どういう事件ですか？」「ど

んな動物ですか？」ときかれたらなら、必ず「― 事件。」「― 動物。」という形にする。

(例)　　　線「そういう自分」とは、どのような人間をさすか？
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力を入れて読むところ

　では、先ほどの (例) の問題を実際に解いてみましょう。

　まず、前述の鉄則①、②を頭の片すみに入れておきます。次に　　線の次の部分に　　をつけます。

　

　鉄則③　　　線の後の部分は必ず　　をつける。特に　　線が主語の形（…は、…が）になっていれば、な

おさらそうする。

　するとこうなります。
　

そういう自分であることに心から満足している。

　

その結果「自己満足している自分（筆者）」の様子がわかりますね。

イメージとしてはプラスの内容であることがわかります。
　

　さらに　　線の文末が「自分」で終わっているので、文中から「自分」（もしくは似たことば）を素早く探します。

そうすると13、14行目に３ヶ所かたまっているので、すべてに　　　   をつけておきます。

　

　鉄則④　　　線に使われている重要そうなことばがあれば必ずおさえる。（今回は「自分」）

■ 問　題

　江戸時代、自分の村を一歩も出ず、生涯同じ田で稲を育て、同じ畑で麦

を育て、同じ隣人たちとつきあって、隣の集落から嫁をもらい、毎年同じよう

に祭をとり行った農民がいたとする。本などは読まず、伊勢参りにさえ行か

ずに、村を囲む山々の稜線の向こうは知らないままに終わったとして、この

人の精神は旅と書物に明け暮れるわれわれよりも小さいなどということが

言えるか。彼が村について詳細かつ緻密に知っていることの総量は、あら

ゆる天候に対応できる農作の知識やあらゆる人間関係のトラブルに対処

できる世間知の総量は、遠くのことばかり考えているぼんやり者をはるか

に上回るかもしれない。旅する者も本を読む者も、結局のところは精神を広

げすぎて希薄なものにしているのかもしれない。

　一瞬、そういう反省をして、またすぐ忘れる。いかに旅に出て、いかに多く

の本を読んで、自分の人格に多くの要素を取り込もうと、本を読みたがる自

分、旅に出たがる自分という基本のところは変わらない。そう言いながら、

また面白そうな本を物色し、地図を広げて次に行くところを探す。            

そういう自分であることに心から満足している。

しょうがい

りょうせん

・・・・

りんじん

い せ ま い
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　　　線「そういう自分」とは、どのような人間をさすか？
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　以上でＯＫです。どうですか？　問題文をしっかり読んだり、　　線部をしっかりおさえることで、さまざまな

「解答へのヒント」がうかんできませんか？　これらのことを参考にして解くことこそ「正しい解答の導き方」に

なるのです。

　それでは改めて、本文でチェックすべき点を書き込んだ文章を載せてみましょう。

　上の結果、大まかに次のようなことがわかります。

　「筆者は反省はするが、本を読んだり、旅に出たがるそんな自分に満足している。」

　　　線「そういう自分」とは、どのような人間をさすか。最もふさわしいものを次のア～エから選び、記号で答

えなさい。
　

ア　旅と書物に明け暮れ、その快楽を追い求めることを第一とし、世間に対応できる意味のある知識を身に

つけようという意識を全く持たない人間。

イ　おもしろそうな本や次に旅する場所を探し、遠くのことをぼんやり考えているために、精神が小さく、またそ

のことを反省してばかりいる人間。

ウ　たくさんの本を読んではば広い知識を身につけ、旅をして多くの風景を見ているために、自分の村を出な

かった農民の精神をどこかで見下している人間。

エ　世間に対応できる意味のある知識は少ないかもしれないが、自分の人格に多くの要素を取り込むため

に、本を読みたがったり、旅に出たがったりしている人間。

いよいよ問題を解きましょう。

　江戸時代、自分の村を一歩も出ず、生涯同じ田で稲を育て、同じ畑で麦

を育て、同じ隣人たちとつきあって、隣の集落から嫁をもらい、毎年同じよう

に祭をとり行った農民がいたとする。本などは読まず、伊勢参りにさえ行か

ずに、村を囲む山々の稜線の向こうは知らないままに終わったとして、この

人の精神は旅と書物に明け暮れるわれわれよりも小さいなどということが

言えるか。彼が村について詳細かつ緻密に知っていることの総量は、あら

ゆる天候に対応できる農作の知識やあらゆる人間関係のトラブルに対処

できる世間知の総量は、遠くのことばかり考えているぼんやり者をはるか

に上回るかもしれない。旅する者も本を読む者も、結局のところは精神を広

げすぎて希薄なものにしているのかもしれない。

　一瞬、そういう反省をして、またすぐ忘れる。いかに旅に出て、いかに多く

の本を読んで、自分の人格に多くの要素を取り込もうと、本を読みたがる 

自分、旅に出たがる自分という基本のところは変わらない。そう言いなが

ら、また面白そうな本を物色し、地図を広げて次に行くところを探す。            

そういう自分であることに心から満足している。

しょうがい

りょうせん
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　後の回で述べますが、選択問題は文章の主旨（テーマ）に沿ったものを選ぶか、沿っていないものを消す

か（消去法）で正答を選びます。時間の許すかぎり両者を併用させるのがより確実な方法です。

　

　まず「消去法作戦」で！

　

　ア・イの最後の部分に注目。ア「知識を身につける意識を持たない人間」　イ「反省ばかりしている人間」　両

方マイナスイメージですね。プラスイメージのものを選ばなくてはならないので、これらは×。

　ウ については「見下している人間」ということば自体マイナスイメージですし、文章中でそのようなことは言っ

ていないはず。主旨にも反するのでこれも×です。

　では、余った エ が正解かどうかですが、先ほどチェックを入れた文章と照合したとき、内容がほぼ一致して

いることに気付きますね。しかも文末が特にマイナスイメージになっているわけではない。その結果、エ が正

解となります。

　

　今回はほんの一例ですが、このような方法で答えを導くことができます。後は数多くの問題をこのやり方に

従って解くことで慣れていき、大きな成果が上げられるでしょう。

　

　では、次回まで。（次回は第３章「時間内に解けるかな？」です。）

今回のおさらい

1. 前回につづき「七人の戦士」を確認しましょう。

2. 鉄則①～④をしっかり覚えましょう。

　いかがでしたでしょうか。今学習したことを参考に問題を解いてください。そうすれば必ず
「1年で偏差値２０アップ」といううそのようなことがいとも簡単に起こるでしょう。
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